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1. 図 1のように、断面積 A、長さ 3L、ヤング率 Eの丸棒の両端を固定し、断面 Bと C

に軸力を作用させた。ここで、右向きの力を正とし、左端 Aの反力を RA、右端 Dの

反力を RDとする。このとき、以下の設問に答えよ。 

（１） ２つの軸力と２つの反力の間に成り立つつり合い式を示せ。 

（２） 軸力と反力を用いて、丸棒の３区間 AB、BC、CDに作用する引張力をそれぞ

れ示せ。 

（３） （２）で求めた力を用いて、丸棒の３区間の伸びの和に関して成り立つ式を示

せ。 

（４） （１）と（３）で求めた式を用いて、反力 RA と RDを求めよ。 

（５） 区間 ABの丸棒に生じる応力を零にするには断面 Cに作用する軸力 nWの係

数 nをいくらにすればよいか。 
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2. 図 2のように、長さ Lの片持ちはり ABの中間点 Cに集中荷重Wが作用している。

このとき、以下の設問に答えよ。なお、xは自由端 Aを原点とした位置を表す。ま

た、長さ a、曲げ剛性 EIの片持ちはりの自由端に集中荷重Wが作用する場合、自由

端の最大のたわみ ymaxとたわみ角maxは順に次式で表される。 
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（１） 位置 xにおける曲げモーメントの式を求めよ。 

（２） 最大曲げモーメントが生じる片持ちはりの断面の位置と大きさを求めよ。 

（３） 片持ちはりの中間点 Cと自由端 Aのたわみを求めよ。 

（４） 片持ちはりの自由端 Aを支持端に変更し、支持端のたわみを零にする。支持端

の反力 RAを片持ちはりの自由端に作用させた場合のたわみと（３）の自由端 A

のたわみとの重ね合わせにより、RAの大きさを求めよ。 
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3. ヤング率 E = 210 (GPa)，ポアソン比 = 0.3の低炭素鋼でできた直径 d0 = 10 (mm)

の丸棒がある。これを軸方向に引張ったらひずみ = １×10-3が生じた。このとき、

以下の設問に答えよ。 

（１） 横断面に生じる垂直応力 はいくらか、単位をMPaとして答えよ。 

（２） 丸棒の軸に垂直な直径方向のひずみはいくらか。 

（３） ひずみが１×10-3であれば、荷重を除荷時の断面積で除した公称応力と負荷時

の断面積で除した真応力の差はごくわずかである。除荷時の断面積 A0と負荷

時の断面積 Aの差は断面積 A0の約何％か。 

 

 

 

 

 

 


